新・放送法にみる、今後の放送・通信政策 by 砂川 浩慶 et al.
新
・
放
送
法
に
み
る
、
今
後
の
放
送
・
通
信
政
策
砂
川
浩
慶
Ⅰ
は
じ
め
に
Ⅱ
放
送
法
改
正
に
至
る
経
緯
Ⅲ
新
・
放
送
法
の
概
要
と
問
題
点
一
概
要
二
問
題
点
Ⅳ
今
後
の
放
送
・
通
信
政
策
に
つ
い
て
Ⅰ
は
じ
め
に
放
送
法
・
電
波
法
・
電
波
監
理
委
員
会
設
置
法
を
あ
わ
せ
て
﹁
電
波
三
法
﹂
と
呼
ぶ
。
一
九
五
〇
年
六
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
た
め
、
い
ま
で
も
六
月
一
日
は
﹁
電
波
の
日
﹂
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
Ｆ
Ｃ
Ｃ
︵
連
邦
通
信
委
員
会
︶
を
ひ
な
形
に
し
た
独
立
行
政
委
員
会
設
置
を
定
め
た
﹁
電
波
監
理
委
員
会
設
置
法
﹂
は
既
に
な
(
)
い
が
、
放
送
法
・
電
波
法
は
日
本
の
放
送
制
度
の
根
幹
を
な

す
。
そ
の
放
送
法
が
二
〇
一
一
年
六
月
三
〇
日
、
新
・
放
送
法
︵
法
律
名
と
し
て
は
放
送
法
等
の
一
部
改
正
︶
と
し
て
完
全
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
新
法
を
総
務
省
が
﹁
六
〇
年
ぶ
り
の
大
改
正
﹂
と
呼
ん
だ
が
、
一
九
五
〇
年
以
来
の
大
改
正
と
い
う
事
象
を
示
し
た
の
で
あ
33
っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
改
正
に
至
る
経
緯
、
新
・
放
送
法
の
概
要
と
問
題
点
、
今
後
の
放
送
・
通
信
政
策
に
つ
い
て
、
批
判
的
に
論
述
し
て
い
き
た
い
。
Ⅱ
放
送
法
改
正
に
至
る
経
緯
今
回
の
新
・
放
送
法
は
﹁
通
信
・
放
送
の
総
合
的
法
体
系
﹂
や
﹁
情
報
通
信
法
﹂
と
し
て
議
論
さ
れ
て
き
た
結
果
で
あ
る
。
そ
の
契
機
は
、
小
泉
純
一
郎
内
閣
で
の
二
〇
〇
五
年
の
竹
中
平
蔵
・
総
務
大
臣
時
代
に
遡
る
。
小
泉
内
閣
の
改
革
路
線
の
旗
手
と
し
て
、
金
融
再
編
に
辣
腕
を
ふ
る
っ
た
竹
中
平
蔵
氏
が
総
務
大
臣
に
就
任
し
た
の
は
二
〇
〇
五
年
九
月
で
あ
っ
た
。
就
任
当
初
か
ら
竹
中
大
臣
は
﹁
通
信
・
放
送
の
融
合
﹂
推
進
を
掲
げ
、
同
年
一
二
月
に
は
﹁
通
信
と
放
送
の
在
り
方
に
関
す
る
懇
談
会
﹂
の
設
置
を
発
表
す
る
。
こ
の
記
者
会
見
︵
二
〇
〇
五
年
一
二
月
六
日
︶
の
席
上
、
竹
中
大
臣
は
、
国
民
の
〝
素
朴
な
疑
問
〟
と
し
て
﹁
な
ぜ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
こ
ん
な
に
不
祥
事
が
続
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
﹂﹁
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
テ
レ
ビ
の
生
放
送
が
な
ぜ
観
れ
な
い
の
か
﹂﹁
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
無
料
の
Ｉ
Ｐ
電
話
を
な
ぜ
提
供
し
て
い
な
い
の
か
﹂﹁
日
本
に
な
ぜ
タ
イ
ム
ワ
ー
ナ
ー
の
よ
う
な
大
企
業
が
な
い
の
か
。
日
本
の
放
送
業
界
全
体
の
売
上
げ
が
、
タ
イ
ム
ワ
ー
ナ
ー
一
社
の
売
上
げ
よ
り
、
多
分
現
時
点
で
は
小
さ
い
の
で
は
な
い
か
﹂﹁
Ｃ
Ｎ
Ｎ
や
Ｂ
Ｂ
Ｃ
な
ど
海
外
に
情
報
発
信
し
て
い
る
国
が
あ
る
の
に
、
日
本
は
情
報
発
信
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
は
な
ぜ
か
﹂
を
あ
げ
、
大
臣
の
懇
談
会
を
設
置
し
今
後
半
年
程
度
で
結
論
を
出
す
と
(
)
し
た
。

翌
二
〇
〇
六
年
一
月
か
ら
半
年
の
議
論
を
経
て
、﹁
通
信
と
放
送
の
在
り
方
に
関
す
る
懇
談
会
﹂︵
座
長
・
松
原
聡
東
洋
大
学
教
授
︶
は
六
月
に
報
告
書
を
(
)
公
表
、
そ
の
直
後
の
六
月
二
〇
日
に
は
総
務
省
・
与
党
自
民
党
に
よ
る
﹁
通
信
・
放
送
の
在
り
方
に
関
す
る
政
府
与

党
(
)
合
意
﹂
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
〝
融
合
関
連
〟
と
し
て
、﹁
通
信
と
放
送
に
関
す
る
総
合
的
な
法
体
系
に
つ
い
て
、
基
幹
放
送
の
	
概
念
の
維
持
を
前
提
に
早
急
に
検
討
に
着
手
し
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
結
論
を
得
る
﹂
と
さ
れ
た
。
傍
線
の
﹁
基
幹
放
送
の
概
念
の
維
持
を
前
提
に
﹂
は
、
従
来
の
地
上
放
送
で
取
ら
れ
た
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
致
を
指
す
と
さ
れ
、
従
来
型
の
免
許
制
度
の
維
持
が
前
提
と
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さ
れ
た
。
こ
の
﹁
政
府
与
党
合
意
﹂
を
踏
ま
え
、
二
〇
〇
六
年
九
月
に
﹁
通
信
・
放
送
分
野
の
改
革
に
関
す
る
工
程
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂
が
策
定
さ
れ
、
同
月
二
六
日
の
安
倍
晋
三
内
閣
発
足
と
と
も
に
竹
中
氏
は
退
任
す
る
が
、
そ
の
後
も
基
本
的
な
方
向
は
変
わ
ら
ず
、﹁
通
信
・
放
送
の
総
合
的
な
法
体
系
に
関
す
る
委
(
)
員
会
﹂︵
座
長
・
堀
部
政
男
一
橋
大
学
名
誉
教
授
、
開
催
期
間
・
二
〇
〇
六
年
八
月
～
二
〇
〇
七
年
一
二


月
︶
を
経
て
、
二
〇
〇
八
年
二
月
に
は
総
務
省
情
報
通
信
審
議
会
に
諮
問
さ
れ
、﹁
通
信
・
放
送
の
総
合
的
な
法
体
系
に
関
す
る
検
討
委
員
会
﹂︵
主
査
・
長
谷
部
恭
男
東
京
大
学
法
学
部
教
授
︶
で
審
議
さ
れ
た
。
検
討
開
始
時
の
答
申
予
定
は
二
〇
〇
九
年
一
二
月
と
さ
れ
て
い
た
が
、
民
主
党
へ
の
政
権
交
代
を
察
知
し
た
総
務
省
情
報
通
信
審
議
会
は
、
総
選
挙
直
前
の
二
〇
〇
九
年
八
月
二
六
日
に
答
申
﹁
通
信
・
放
送
の
総
合
的
な
法
体
系
の
在
り
方
︿
平
成
二
〇
年
諮
問
第
一
(
)
四
号
﹀﹂
を
行
っ
た
。
答
申
は
、
図

に
あ
る
よ
う
に
﹁
コ
ン

テ
ン
ツ
・
伝
送
サ
ー
ビ
ス
・
伝
送
設
備
﹂
の
横
割
り
を
基
調
と
し
、
制
度
を
〝
大
括
り
〟
化
す
る
も
の
だ
っ
た
。﹁
政
府
与
党
合
意
﹂
以
来
の
懸
案
だ
っ
た
地
上
放
送
へ
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
分
離
方
式
の
導
入
は
、
民
放
業
界
と
総
務
省
と
の
折
衝
に
よ
っ
て
〝
経
営
の
選
択
肢
の
拡
大
〟
と
い
う
苦
肉
の
表
現
で
、
そ
の
継
続
が
可
能
と
な
る
制
度
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
二
〇
〇
九
年
八
月
三
〇
日
に
投
票
が
あ
っ
た
第
四
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
よ
る
民
主
党
へ
の
政
権
交
代
に
よ
っ
て
、
法
案
作
り
は
大
き
く
後
退
す
る
か
に
み
え
た
。
民
主
党
は
﹁
政
策
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
﹂
に
お
い
て
、
か
つ
て
の
電
波
監
理
委
員
会
の
よ
う
な
独
立
行
政
委
員
会
を
念
頭
に
お
い
た
〝
日
本
版
Ｆ
Ｃ
Ｃ
〟
の
導
入
を
掲
げ
て
い
た
。
民
主
党
政
権
下
で
総
務
大
臣
に
就
任
し
た
原
口
一
博
氏
は
、
従
来
の
政
策
見
直
し
を
公
言
す
る
と
と
も
に
、
同
年
一
二
月
に
﹁
今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
分
野
に
お
け
る
国
民
の
権
利
保
障
等
の
在
り
方
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹂︵
座
長
・
濱
田
純
一
東
大
総
長
︶
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
先
進
諸
国
に
お
い
て
、
行
政
府
が
電
波
監
理
と
規
制
機
関
の
双
方
を
担
っ
て
い
る
の
は
日
本
の
み
で
あ
り
、
他
国
で
は
言
論
・
報
道
に
関
わ
る
規
制
機
関
は
独
立
行
政
委
員
会
的
な
機
構
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
行
政
機
構
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
最
中
に
抜
本
的
な
﹁
総
合
的
法
体
系
﹂
の
法
改
正
は
な
い
の
で
は
、
と
の
観
測
も
広
が
っ
て
い
た
。
し
か
し
、﹁
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹂
の
論
議
が
行
政
機
構
の
あ
り
方
よ
り
、
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
の
是
非
な
新・放送法にみる，今後の放送・通信政策（砂川浩慶）
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図

通
信
・
放
送
の
新
た
な
法
体
系
の
方
向
性
ど
、
民
主
党
政
権
の
他
の
施
策
同
様
迷
走
す
る
︵
二
〇
一
〇
年
一
二
月
二
二
日
に
公
表
さ
れ
た
報
告
書
は
各
論
点
の
両
論
併
記
に
留
ま
(
)
っ
た
︶
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
二
〇
一
〇
年
一
月
一
八
日
、
総
務
省
は
通
常
国
会
提
出
予
定
法
案
を
発
表
、
こ
の
中
に
﹁
放
送
法
等
の
一
部
改
正
﹂
を
明
記
し
、
三
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
民
主
党
は
五
月
に
衆
議
院
で
の
修
正
、
強
行
採
決
を
行
い
、
参
議
院
に
送
っ
た
も
の
の
鳩
山
由
紀
夫
首
相
の
辞
任
で
審
議
未
了
・
廃
案
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
ほ
ぼ
同
一
内
容
の
法
案
が
臨
時
国
会
に
提
出
さ
れ
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
二
六
日
、
衆
議
院
総
務
委
員
会
で
の
三
時
間
、
参
議
院
総
務
委
員
会
で
の
四
〇
分
の
審
議
で
﹁
六
〇
年
ぶ
り
の
放
送
法
改
正
﹂
が
実
現
し
た
。﹁
放
送
法
﹂﹁
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
法
﹂﹁
電
気
通
信
役
務
利
用
放
送
法
﹂﹁
有
線
ラ
ジ
オ
放
送
法
﹂
を
統
合
し
た
﹁
新
放
送
法
﹂
改
正
案
が
成
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。
一
二
月
三
日
公
布
後
、
省
令
・
政
令
改
正
作
業
が
行
わ
れ
、
七
月
二
四
日
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
完
全
移
行
︵
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
岩
手
・
宮
城
・
福
島
の
三
県
を
除
く
︶
前
の
六
月
三
〇
日
に
完
全
施
行
さ
れ
た
。
Ⅲ
新
・
放
送
法
の
概
要
と
問
題
点
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
改
正
さ
れ
た
新
・
放
送
法
だ
が
、
竹
中
総
務
大
臣
時
代
の
〝
素
朴
な
疑
問
〟
に
端
を
発
し
た
、
総
合
的
な
法
体
系
と
は
な
ら
ず
、
私
見
を
恐
れ
ず
に
い
え
ば
﹁
総
務
省
官
僚
の
権
益
拡
大
・
規
制
強
化
法
﹂
が
で
き
あ
が
っ
た
。
そ
の
概
要
の
説
明
を
踏
ま
え
、
問
題
点
を
指
摘
し
た
い
。
一
概
要
総
務
省
資
料
に
よ
る
﹁
新
・
放
送
法
﹂
の
概
要
は
図

の
と
お
り
で
あ
る
。
日
本
の
放
送
・
通
信
制
度
は
憲
法
二
一
条
に
よ
る
﹁
通
信
の
秘
密
﹂﹁
検
閲
の
禁
止
﹂﹁
表
現
の
自
由
﹂
を
も
と
に
、﹁
通
信
の
秘
密
﹂
﹁
検
閲
の
禁
止
﹂
は
電
気
通
信
事
業
法
で
規
定
さ
れ
、﹁
表
現
の
自
由
﹂
は
放
送
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。
放
送
・
通
信
に
関
わ
る
個
別
新・放送法にみる，今後の放送・通信政策（砂川浩慶）
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図 放送法等の一部を改正する法律の概要（2010年 10月 13日総務省資料より抜粋）
法
の
大
括
り
・
一
本
化
は
見
送
ら
れ
、
放
送
関
連
の
四
法
が
﹁
新
・
放
送
法
﹂
と
し
て
大
括
り
化
さ
れ
た
。
総
務
省
資
料
に
よ
る
改
正
概
要
で
は
、
放
送
法
関
係
、
電
波
法
関
係
、
電
気
通
信
事
業
法
関
係
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
総
務
省
資
料
を
列
記
す
る
。
①
放
送
法
関
係
︻

︼
放
送
の
参
入
に
係
る
制
度
の
整
理
・
統
合
、
弾
力
化
ア
．
放
送
に
つ
い
て
、﹁
基
幹
放
送
﹂︵
放
送
用
に
専
ら
又
は
優
先
的
に
割
り
当
て
ら
れ
た
周
波
数
を
使
用
す
る
放
送
︶
と
﹁
一
般
放
送
﹂︵
基
幹
放
送
以
外
の
放
送
︶
と
い
う
区
分
を
設
け
る
。
イ
．
基
幹
放
送
に
つ
い
て
、
無
線
局
の
設
置
・
運
用
︵
ハ
ー
ド
︶
と
放
送
の
業
務
︵
ソ
フ
ト
︶
を
分
離
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
の
た
め
に
無
線
局
の
﹁
免
許
﹂
と
放
送
の
業
務
の
﹁
認
定
﹂
の
手
続
き
を
分
離
す
る
制
度
を
設
け
る
と
と
も
に
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
致
を
希
望
す
る
地
上
放
送
事
業
者
の
た
め
に
は
﹁
免
許
﹂
の
み
で
足
り
る
現
行
の
制
度
も
併
存
さ
せ
る
。
ウ
．
一
般
放
送
に
該
当
す
る
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
、
有
線
ラ
ジ
オ
放
送
及
び
電
気
通
信
役
務
利
用
放
送
に
つ
い
て
、
現
行
法
で
﹁
許
可
﹂﹁
登
録
﹂
等
と
な
っ
て
い
る
参
入
に
係
る
制
度
を
見
直
し
、﹁
登
録
﹂
を
原
則
と
す
る
制
度
に
統
合
す
る
。
︻

︼
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
集
中
排
除
原
則
の
基
本
の
法
定
化
基
幹
放
送
に
つ
い
て
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
集
中
排
除
原
則
の
基
本
的
な
部
分
を
法
定
化
し
、
複
数
の
基
幹
放
送
事
業
者
へ
の
出
資
に
関
し
て
は
、
一
定
の
範
囲
内
︵
一
〇
分
の
一
か
ら
三
分
の
一
︶
に
お
い
て
、
具
体
的
に
省
令
で
定
め
る
水
準
を
超
え
な
い
こ
と
を
原
則
と
す
る
こ
と
と
す
る
。
︻

︼
放
送
に
お
け
る
安
全
・
信
頼
性
の
確
保
放
送
中
止
事
故
の
再
発
防
止
等
の
た
め
、
設
備
の
維
持
、
重
大
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
報
告
に
係
る
規
定
を
整
備
す
る
。
︻
	
︼
放
送
番
組
の
種
別
の
公
表
番
組
調
和
原
則
の
適
用
を
受
け
る
基
幹
放
送
︵
総
合
編
成
を
行
う
基
幹
放
送
で
あ
り
、
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
や
︵
広
告
財
源
の
︶
一
部
の
Ｂ
Ｓ
放
送
が
該
当
す
る
︶
に
つ
い
て
、
放
送
番
組
の
種
別
の
公
表
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
。
︻


︼
有
料
放
送
に
お
け
る
提
供
条
件
の
説
明
等
有
料
基
幹
放
送
の
契
約
約
款
の
認
可
を
届
出
に
緩
和
し
、
か
つ
有
料
一
般
放
送
新・放送法にみる，今後の放送・通信政策（砂川浩慶）
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の
約
款
の
届
出
を
撤
廃
す
る
一
方
、
契
約
者
へ
の
提
供
条
件
の
説
明
義
務
等
に
係
る
規
定
を
整
備
す
る
。
︻

︼
再
放
送
同
意
に
係
る
紛
争
処
理
に
関
す
る
あ
っ
せ
ん
・
仲
裁
制
度
の
整
備
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
再
放
送
同
意
を
巡
る
紛
争
の
迅
速
・
円
滑
か
つ
専
門
的
な
解
決
に
資
す
る
た
め
、
電
気
通
信
紛
争
処
理
委
員
会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
・
仲
裁
制
度
を
整
備
す
る
。︻

︼
そ
の
他
放
送
関
連
四
法
の
統
合
に
伴
う
放
送
の
定
義
等
の
規
定
の
整
備
を
行
う
。
こ
の
よ
う
な
放
送
法
関
連
以
外
で
は
、
電
波
法
関
係
で
通
信
・
放
送
両
用
無
線
局
の
制
度
の
整
備
、
電
気
通
信
事
業
法
関
係
で
紛
争
処
理
機
能
の
拡
充
な
ど
を
あ
げ
る
。
二
問
題
点
新
・
放
送
法
の
問
題
点
と
し
て
は
、
①
Ｎ
Ｈ
Ｋ
／
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
検
討
の
俎
上
に
あ
げ
な
か
っ
た
こ
と
、
②
巨
大
法
に
よ
る
難
解
な
制
度
、
③
﹁
放
送
﹂
な
ど
の
定
義
変
更
、
④
規
制
強
化
事
項
の
横
行
が
あ
げ
ら
れ
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
／
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
検
討
の
俎
上
に
あ
げ
な
か
っ
た
こ
と
今
回
の
新
・
放
送
法
は
総
務
省
内
の
論
議
過
程
か
ら
検
討
対
象
と
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
除
外
し
て
い
る
。
旧
放
送
法
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
法
と
の
異
名
を
持
つ
ほ
ど
Ｎ
Ｈ
Ｋ
関
連
規
定
が
多
か
っ
た
︵
一
九
八
八
年
の
放
送
法
改
正
ま
で
、
民
放
に
関
す
る
規
定
は
三
条
し
か
な
か
っ
た
︶
。
し
か
し
、
二
一
世
紀
の
公
共
放
送
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
と
い
う
議
論
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
に
新
・
放
送
法
が
成
立
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
番
組
提
供
を
め
ぐ
り
、
法
改
正
論
議
が
既
に
提
起
さ
れ
て
い
る
が
、
将
来
へ
検
討
が
先
送
り
さ
れ
た
。
こ
の
点
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
通
信
・
放
送
融
合
法
制
論
議
と
い
わ
れ
な
が
ら
通
信
・
放
送
全
体
の
検
討
が
な
い
ま
ま
の
改
正
と
な
っ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
い
う
、
設
立
経
緯
か
ら
い
っ
て
も
最
も
規
制
対
象
と
し
て
検
討
す
べ
き
問
題
を
俎
上
に
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あ
げ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
日
本
の
今
後
の
放
送
・
通
信
政
策
に
大
い
な
る
禍
根
を
残
し
た
。

巨
大
法
に
よ
る
難
解
な
制
度
表

は
新
旧
の
条
文
対
象
表
で
あ
る
。
四
つ
の
法
律
を
一
本
化
す
る
こ
と
で
条
文
数
は
単
純
比
較
で
三
倍
と
な
っ
た
。
従
来
の
四
つ
の
法
律
は
、
個
々
別
々
の
条
文
で
あ
っ
た
た
め
、
一
読
し
て
一
定
の
理
解
は
得
ら
れ
た
が
、
新
・
放
送
法
は
何
度
読
ん
で
も
適
用
が
分
か
り
に
く
く
、
極
め
て
難
解
で
あ
る
。
総
務
省
の
担
当
者
と
雑
談
ベ
ー
ス
の
話
を
し
た
際
、﹁
こ
れ
で
当
分
仕
事
は
な
く
な
ら
な
い
﹂
と
述
べ
た
。﹁
よ
く
読
ん
で
も
分
か
ら
な
い
法
律
だ
か
ら
、
解
釈
は
官
僚
が
行
う
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、
仕
事
が
な
く
な
ら
な
い
﹂
と
解
説
し
て
く
れ
た
。
平
易
な
判
決
文
の
取
り
組
み
や
、
法
律
用
語
の
難
解
さ
を
分
か
り
や
す
く
す
る
取
り
組
み
が
あ
る
一
方
、
巨
大
難
解
法
が
出
来
上
が
り
、
官
僚
し
か
理
解
で
き
な
い
法
律
が
出
現
し
た
の
だ
。
さ
ら
に
法
制
度
の
全
体
を
見
る
た
め
に
は
、
膨
大
な
政
省
令
を
理
解
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
が
、
例
え
ば
﹁
放
送
法
施
行
規
則
﹂
だ
け
で
、
条
文
数
二
一
八
条
、
新
旧
対
新・放送法にみる，今後の放送・通信政策（砂川浩慶）
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表 新・旧放送法の条文
象
表
が
Ａ
	
で
一
七
九
ペ
ー
ジ
と
い
う
も
の
で
理
解
は
難
し
い
。
身
近
な
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
放
送
を
規
定
す
る
法
律
は
、
一
般
市
民
と
か
い
離
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

﹁
放
送
﹂
な
ど
の
定
義
変
更
新
・
放
送
法
は
、
条
文
数
が
増
え
る
と
と
も
に
﹁
放
送
﹂
の
定
義
変
更
、﹁
基
幹
放
送
﹂﹁
一
般
放
送
﹂
と
い
う
新
た
な
概
念
が
入
り
、﹁
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
﹂
な
ど
の
用
語
は
な
く
な
る
な
ど
の
概
念
変
更
が
行
わ
れ
た
。
新
・
放
送
法
で
は
、
放
送
の
定
義
を
﹁
公
衆
に
よ
つ
て
直
接
受
信
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
電
気
通
信
の
送
信
を
い
う
﹂
と
し
た
。
従
来
の
﹁
無
線
通
信
﹂
を
﹁
電
気
通
信
﹂
に
変
え
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
条
文
上
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
﹁
放
送
﹂
に
入
る
よ
う
に
読
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
実
際
に
は
省
令
で
ビ
ッ
ト
レ
ー
ト
︵
伝
送
速
度
︶
に
よ
っ
て
区
別
を
し
て
い
る
が
、
法
改
正
論
議
の
中
で
経
済
産
業
省
が
総
務
省
に
ク
レ
ー
ム
を
つ
け
た
よ
う
に
、
今
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
規
制
対
象
と
す
る
こ
と
が
法
構
造
上
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
著
作
権
法
と
の
整
合
も
図
ら
れ
て
い
な
い
。
著
作
権
法
上
は
、
有
線
放
送
事
業
者
や
有
線
放
送
権
が
残
っ
て
い
る
が
、
新
・
放
送
法
に
よ
り
﹁
放
送
﹂
は
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。
放
送
番
組
の
契
約
で
﹁
放
送
﹂
を
使
う
場
合
、
新
・
放
送
法
の
﹁
放
送
﹂
な
の
か
、
著
作
権
法
の
﹁
放
送
﹂﹁
有
線
放
送
﹂﹁
自
動
公
衆
送
信
﹂
な
の
か
、
細
か
く
規
定
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
放
送
番
組
を
は
じ
め
と
す
る
﹁
コ
ン
テ
ン
ツ
流
通
﹂
促
進
を
政
策
目
標
と
し
な
が
ら
、
民
間
事
業
に
混
乱
を
与
え
る
法
改
正
と
な
っ
て
い
る
。
同
様
に
、
従
来
、﹁
再
送
信
﹂
と
の
用
語
が
使
わ
れ
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
放
送
受
信
も
明
確
な
理
由
は
示
さ
れ
な
い
ま
ま
、
﹁
再
放
送
﹂
に
変
更
さ
れ
た
。
一
般
的
な
用
語
で
の
﹁
再
放
送
﹂
は
リ
ピ
ー
ト
放
送
を
指
し
、
こ
の
﹁
再
放
送
﹂
も
混
乱
を
招
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
定
義
規
定
の
関
係
で
は
、﹁
基
幹
放
送
﹂
と
﹁
一
般
放
送
﹂
の
区
別
も
問
題
と
な
る
。﹁
基
幹
放
送
﹂
に
つ
い
て
は
、﹁
電
波
法
の
規
定
に
よ
り
放
送
を
す
る
無
線
局
に
専
ら
又
は
優
先
的
に
割
り
当
て
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
放
送
を
い
う
﹂
と
定
義
を
さ
れ
、
従
来
の
地
上
放
送
、
一
一
〇
度
Ｃ
Ｓ
、
Ｂ
Ｓ
が
対
象
と
な
る
が
、﹁
一
般
放
送
﹂
は
﹁
基
幹
放
送
以
外
の
放
送
を
い
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う
﹂
と
さ
れ
、
一
般
放
送
の
範
囲
が
不
明
確
と
な
っ
て
い
る
。
一
般
放
送
の
詳
細
は
、
放
送
法
施
行
規
則
の
﹁
第


章
一
般
放
送
﹂
で
詳
細
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
関
し
て
、
放
送
法
施
行
規
則
の
定
義
規
定
で
は
、
ま
ず
﹁
有
線
一
般
放
送
﹂
と
し
て
﹁
有
線
電
気
通
信
設
備
を
用
い
て
行
わ
れ
る
一
般
放
送
﹂
を
定
め
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、﹁
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
﹂
と
は
﹁
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
に
よ
る
有
線
一
般
放
送
﹂、﹁
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
事
業
者
﹂
と
は
﹁
有
線
電
気
通
信
設
備
を
用
い
て
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
業
務
を
行
う
一
般
放
送
事
業
者
﹂
を
い
う
と
し
て
い
る
。﹁
第


章
一
般
放
送
﹂
で
は
、﹁
登
録
一
般
放
送
事
業
者
﹂
と
し
て
五
〇
一
端
子
以
上
の
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
事
業
者
を
対
象
と
し
て
い
る
。
そ
れ
以
下
の
規
模
の
共
聴
な
ど
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
﹁
届
出
一
般
放
送
﹂
と
な
る
。
新
・
放
送
法
を
理
解
す
る
に
は
、
こ
の
よ
う
に
省
令
を
細
か
く
精
査
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
形
骸
化
し
て
い
る
と
は
い
え
、
国
会
で
の
審
議
が
行
わ
れ
る
法
律
に
対
し
て
、
省
令
は
事
実
上
、
行
政
が
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
今
回
の
新
・
放
送
法
に
よ
っ
て
、
今
後
、
放
送
の
範
囲
を
行
政
が
決
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

規
制
強
化
事
項
の
横
行
化
先
述
し
た
よ
う
に
、
新
・
放
送
法
で
は
委
託
・
受
託
放
送
制
度
を
な
く
す
代
わ
り
に
﹁
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
分
離
﹂
方
式
を
基
調
と
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
民
放
の
猛
反
発
に
よ
っ
て
、
地
上
放
送
に
は
従
来
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
致
の
免
許
形
態
も
残
し
た
が
、
す
べ
て
の
放
送
に
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
分
離
形
態
を
導
入
し
た
。
こ
れ
は
番
組
へ
の
直
接
介
入
を
可
能
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
、
総
務
大
臣
が
電
波
監
理
審
議
会
へ
の
諮
問
を
経
ず
に
、
直
接
、
ソ
フ
ト
事
業
者
に
対
し
て
業
務
停
止
命
令
を
出
す
こ
と
を
可
能
と
し
て
い
る
。
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
致
方
式
の
場
合
、
放
送
局
の
免
許
は
施
設
免
許
で
あ
り
、
事
業
内
容
に
よ
る
事
業
免
許
で
は
な
い
。
し
か
し
、
設
備
を
も
た
な
い
ソ
フ
ト
事
業
者
に
対
し
て
は
、
事
業
内
容
、
番
組
内
容
に
よ
っ
て
審
査
が
可
能
で
あ
り
、
言
論
機
関
で
あ
る
放
送
事
業
へ
の
規
制
の
あ
り
方
と
し
て
大
き
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。
こ
の
他
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
事
業
者
へ
の
番
組
種
別
公
表
義
務
、
放
送
事
故
等
技
術
的
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
応
強
化
な
ど
、
規
制
強
化
の
条
項
が
並
ぶ
。
こ
れ
ら
は
﹁
視
聴
者
保
護
﹂
を
大
義
名
分
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
後
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
も
っ
た
新・放送法にみる，今後の放送・通信政策（砂川浩慶）
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新
・
放
送
法
の
運
用
に
つ
い
て
注
視
が
求
め
ら
れ
る
。
Ⅳ
今
後
の
放
送
・
通
信
政
策
に
つ
い
て
以
上
、
今
回
の
新
・
放
送
法
の
経
緯
、
問
題
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
日
本
の
放
送
・
通
信
政
策
は
事
実
上
、
行
政
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
き
た
。
特
に
問
題
と
な
る
の
が
、
事
前
規
制
が
強
く
、
自
由
な
事
業
展
開
を
阻
害
し
て
き
た
点
で
あ
る
。
折
し
も
、
二
〇
一
二
年
三
月
か
ら
は
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
が
新
規
も
含
め
三
一
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
Ｃ
Ｓ
も
新
た
な
再
編
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
者
選
定
も
行
政
裁
量
が
働
く
比
較
審
査
方
式
で
行
わ
れ
た
た
め
、
透
明
性
を
欠
く
決
定
と
な
っ
た
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
跡
地
利
用
で
の
Ⅴ
−
Ｈ
ｉ
ｇ
ｈ
問
題
や
プ
ラ
チ
ナ
バ
ン
ド
問
題
で
も
、
比
較
審
査
方
式
に
よ
る
不
透
明
さ
を
残
し
た
。
一
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
隆
盛
に
伴
う
コ
ン
テ
ン
ツ
流
通
問
題
で
は
、
総
務
省
と
経
済
産
業
省
が
似
た
よ
う
な
実
証
実
験
を
税
金
で
行
っ
て
お
り
、
縦
割
り
行
政
の
弊
害
が
長
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
流
通
の
前
に
、
生
産
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
す
べ
て
の
産
業
政
策
の
ベ
ー
ス
で
あ
る
。﹁
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
﹂
の
旗
手
と
い
わ
れ
る
ア
ニ
メ
業
界
に
お
い
て
は
、
劣
悪
な
制
作
環
境
は
改
善
さ
れ
て
お
ら
ず
、
国
の
施
策
と
す
れ
ば
、
ま
ず
、
そ
の
改
善
が
図
ら
れ
る
べ
き
な
の
だ
。
新
・
放
送
法
は
民
間
の
活
力
を
削
ぐ
規
制
強
化
策
を
並
べ
、
新
規
参
入
を
容
易
に
す
る
施
策
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
官
僚
が
自
己
保
身
と
縄
張
り
争
い
に
拘
泥
し
て
い
る
放
送
・
通
信
政
策
で
は
、
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
な
展
開
は
望
め
な
い
。
︵

︶
電
波
監
理
委
員
会
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
に
よ
り
日
本
の
主
権
が
回
復
し
た
、
一
九
五
二
年
七
月
三
一
日
に
郵
政
省
設
置
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
関
係
法
令
の
整
理
に
関
す
る
法
律
︵
昭
和
二
七
年
法
律
第
二
八
〇
号
︶
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
郵
政
省
に
統
合
さ
れ
た
。
電
波
監
理
委
員
会
設
置
法
の
全
文
は
、
衆
議
院
ホ
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ム
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ー
ジ
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︶
﹁
今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
分
野
に
お
け
る
国
民
の
権
利
保
障
等
の
在
り
方
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹂
報
告
書
︵
二
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舟
田
正
之
先
生
に
は
じ
め
て
師
事
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
私
が
前
職
の
日
本
民
間
放
送
連
盟
︵
民
放
連
︶
で
放
送
制
度
を
担
当
し
た
一
九
九
〇
年
代
に
遡
る
。
郵
政
省
︵
現
総
務
省
︶・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
等
と
の
放
送
制
度
協
議
に
お
い
て
先
生
の
数
々
の
論
考
は
、
示
唆
に
富
ん
だ
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
第
一
線
の
研
究
者
に
民
放
の
現
状
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
論
理
構
築
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
く
た
め
に
民
放
連
が
設
置
し
た
﹁
放
送
新
政
策
研
究
会
﹂
で
は
舟
田
先
生
に
主
査
に
ご
就
任
い
た
だ
き
、
毎
月
様
々
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
検
討
い
た
だ
い
た
。
特
に
地
方
民
放
局
に
泊
ま
り
が
け
で
出
か
け
、
ロ
ー
カ
ル
局
の
実
情
を
み
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
事
務
局
員
と
し
て
随
行
し
た
私
に
と
っ
て
も
貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た
。
札
幌
、
鹿
児
島
な
ど
、
舟
田
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
者
の
皆
さ
ま
と
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
私
が
研
究
者
を
志
す
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
。
こ
の
ご
縁
も
あ
り
、
舟
田
先
生
が
編
者
と
な
っ
た
﹃
放
送
制
度
の
現
代
的
展
開
﹄︵
二
〇
〇
一
、
有
斐
閣
︶
で
日
本
の
放
送
制
度
に
つ
い
て
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
思
い
出
深
い
。
そ
の
後
、
私
が
著
作
権
担
当
と
な
っ
て
か
ら
は
、
独
禁
法
上
の
﹁
優
越
的
地
位
の
濫
用
﹂
問
題
、
放
送
番
組
︵
コ
ン
テ
ン
ツ
︶
の
権
利
処
理
問
題
な
ど
、
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
舟
田
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
。
二
〇
〇
六
年
に
立
教
大
学
に
私
が
移
っ
て
か
ら
も
、
舟
田
先
生
か
ら
の
ご
教
示
を
得
て
、
大
学
教
員
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。
経
済
法
を
専
門
と
さ
れ
る
舟
田
先
生
が
﹁
放
送
﹂
を
語
る
と
き
、
常
に
﹁
文
化
と
し
て
の
放
送
﹂
に
対
す
る
温
か
い
ま
な
ざ
し
を
感
じ
た
︵
メ
ー
ル
の
最
後
に
、
お
気
に
入
り
の
ご
本
な
ど
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
﹁
最
近
の
お
気
に
入
り
﹂
も
︶。﹁
日
々
の
生
活
に
密
着
し
た
放
送
番
新・放送法にみる，今後の放送・通信政策（砂川浩慶）
45
組
だ
か
ら
こ
そ
、
取
引
や
規
制
の
透
明
性
が
担
保
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
﹂
と
の
ご
指
摘
は
い
ま
も
変
わ
ら
ぬ
重
さ
が
あ
り
、
私
の
研
究
に
お
い
て
も
視
座
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
隆
盛
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
は
今
、
大
き
な
変
革
期
に
あ
る
。
変
革
期
だ
か
ら
こ
そ
、﹁
メ
デ
ィ
ア
は
国
民
の
も
の
﹂
と
い
う
ベ
ー
ス
が
重
要
と
な
る
。
舟
田
先
生
に
い
た
だ
い
た
多
く
の
教
示
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
先
生
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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